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◆細胞培養基材に接着した細胞シートを、細胞培養基材から剥離する方法
◆細胞シートにミオシンII調節軽鎖のキナーゼ阻害剤、又はミオシンII ＡＴＰａｓｅ阻害剤を
添加する工程を特徴とする方法。

◆本細胞シートの作製方法により、細胞シートを培養基材から剥離しても、細胞シートの
収縮や凝集を抑制できるとともに、細胞シートを構成する細胞の細胞死を抑制すること
ができる。
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発明の名称：細胞シートを培養基材から剥離する方法及び
細胞シートの作製方法

利用・用途・応用分野

生体移植医療分野、細胞シートが適用される分野

目的・課題 解決ポイント

細胞シートを培養基材から剥がす際に
細胞シートが収縮・凝集することや細胞
シートに含まれる細胞の生細胞数が低
減することがあるという問題がある。
細胞シートの収縮を抑制でき、かつ細胞
シートに含まれる細胞の生細胞数の低
減を抑制可能な細胞シートの剥離方法
を提供することを課題とする。
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◆ＲＯＣＫ阻害剤、ＭＬＣＫ阻害剤、ＰＫＣ阻
害剤、又はミオシンII ＡＴＰａｓｅ阻害剤で
細胞シートを処理して培養基材から剥離
することで、剥離された細胞シートの収縮
や凝集が抑制でき、剥離された細胞シー
トに含まれる細胞の生存率が高いことを
見出した。

◆ミオシンII調節軽鎖のキナーゼ阻害剤が、
Ｒｈｏ関連タンパク質キナーゼ（ＲＯＣＫ）
阻害剤、ミオシン軽鎖キナーゼ（ＭＬＣＫ）
阻害剤、又はプロテインキナーゼＣ（ＰＫ
Ｃ）阻害剤であることが好ましい。
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